


















































Consideration about the relation of the coaching style, the personality and the social skills





































































認められる Kikuchi’s Scale of Social Skills （菊池、1998、以下
KiSS-18 と略） を社会的スキル診断尺度として採用することとし























指導スタイル　 　専制型 　　　民主型 

























ために KiSS-18 の総得点および 3 つの下位尺度ごとに対応のな
い t 検定を行った。その際、水本・竹内 （2008） に倣い、有意
水準 （p 値） とサンプルサイズに影響されない効果量 （Cohen’s 
d） を総合的に解釈することとした。なお、分析には HAD15. 




検討するために、対応のない t 検定を施した結果、「総得点 （t 
（14） = 1.75, n.s., d = 0.87）」、「問題解決 （t （14） = 1.45, n.s., d= 
0.73）」、「トラブル処理 （t （14） = .29, n.s.,  d = 0.15）」、「コミュニ
ケーション （t （14） = 2.00, p<.10,  d=1.00）」であり、コミュニ
ケーションのみ、民主型の方が専制型と比較して有意に得点
が高い傾向が示された。また、総得点および問題解決、コミュ
ニケーションともに Medium から Large の効果量 （d = 0.73-
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  Cohen’s d : Small = 0.20，Medium = 0.50，Large = 0.80 （水本・竹内、2008）
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